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蜀　
　
　
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
皆
様
方

　
　
　
　
の
ご
指
導
と
ご
協
力
の
賜
と
深
く
感
謝

　
　
　
申
し
上
げ
ま
す
。

　
9

　
　
　
　
第
二
の
農
地
改
革
と
ま
で
言
わ
れ
て

　
昨
年
は
、
町
民
各
位
の
絶
大
な
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
町
長
選
挙
に
当
り
三

度
無
投
票
当
選
の
栄
誉
を
与
え
て
い
た

だ
き
ま
し
て
、
身
も
心
も
引
締
め
て
引

続
き
町
政
の
重
責
の
任
に
当
っ
て
参
っ

た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
お
蔭
を
も
ち

ま
し
て
昨
年
当
初
計
画
し
ま
し
た
事
業

を
殆
ん
ど
予
定
ど
お
り
執
行
す
る
こ
と

い
る
生
産
調
整
（
水
田
利
用
再
編
対
策
）

旋
風
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
来
、
国
、

県
の
関
係
者
へ
強
力
な
運
動
を
展
開
し

て
参
っ
た
結
果
、
転
作
割
当
面
積
に
つ

い
て
、
政
府
も
傾
斜
配
分
を
認
め
、
米

産
県
で
あ
る
新
潟
県
が
全
国
で
最
下
位

で
あ
り
、
し
か
も
松
代
町
は
県
内
で
低

い
方
か
ら
四
番
目
と
い
う
こ
と
で
、
全

国
で
四
番
目
に
低
い
比
較
的
荷
の
軽
い

割
当
結
果
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

　
一
月
七
日
に
推
進
協
議
会
を
開
催
し

て
慎
重
に
ご
審
議
い
た
だ
い
た
結
果
、

松
代
町
と
し
て
も
政
府
の
方
針
に
添
っ

て
割
当
ら
れ
た
目
標
面
積
の
転
作
を
達

成
す
る
よ
う
決
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。　

町
の
方
針
と
し
て
は
、
個
々
の
農
家

へ
の
割
当
て
は
行
わ
ず
、
農
家
の
目
主

的
な
季
望
申
込
み
に
期
待
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

転
作
作
物
と
し
て
は
、
大
豆
、
そ
ば
等

が
一
番
作
り
易
く
有
利
な
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と

に
つ
き
ま
し
て
は
、
嘱
託
員
を
通
じ
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
が
、
国
策
に
添

い
な
が
ら
も
、
農
家
の
方
々
に
出
来
る

限
り
有
利
に
な
る
方
法
で
お
願
い
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
分
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昭
和
四
十
八
年
以
来
の
物
価
高
と
不

況
は
、
政
府
の
幾
度
か
に
わ
た
る
景
気

浮
揚
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
益
々
深
刻
の

度
を
深
め
て
お
り
、
町
の
行
財
政
に
及

ぼ
す
影
響
も
極
め
て
大
き
く
、
伸
び
悩

ん
で
い
る
財
源
と
、
年
々
増
大
し
て
い

る
町
民
の
要
望
と
の
調
和
を
い
か
に
図

っ
て
ゆ
く
か
が
今
後
の
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。

　
厳
し
い
町
財
政
の
中
に
あ
り
な
が
ら

も
、
創
意
と
工
夫
に
よ
り
住
民
福
祉
の

向
上
と
過
疎
対
策
に
全
力
を
上
げ
て
取

り
組
ん
で
ゆ
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

当
面
し
て
い
る
主
な
事
業
に
つ
い
て
若

干
申
し
上
げ
て
み
ま
す
。

　
人
格
形
成
の
基
本
で
あ
る
教
育
の
充

実
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
統
合
中
学

校
の
来
年
四
月
開
校
を
目
ざ
し
て
昨
年

着
工
し
た
本
校
舎
の
完
成
と
新
ら
た
に

寄
宿
舎
の
建
築
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

年
少
児
童
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
る

た
め
、
小
学
校
の
一
部
の
分
校
に
つ
い

て
本
校
昇
格
へ
の
条
件
整
備
を
行
う
考

え
で
す
。
又
、
県
立
松
代
高
等
学
校
特

別
教
室
棟
の
改
築
を
是
非
と
も
実
現
す

べ
く
鋭
意
努
力
中
で
あ
り
ま
す
。

　
交
通
網
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

冬
期
間
の
生
活
道
路
の
確
保
を
優
先
に
、

通
学
道
路
及
び
通
勤
交
通
の
整
備
拡
充

を
図
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
町
民
ひ
と
し
く
待
望
し
て

い
る
国
鉄
北
越
北
線
の
早
期
開
通
と
国

道
二
五
三
号
線
の
改
良
工
事
の
早
期
完

成
を
期
す
べ
く
関
係
筋
へ
強
力
な
運
動

を
続
行
中
で
あ
り
ま
す
。

　
集
落
か
ら
幹
線
道
路
へ
連
絡
す
る
町

道
の
整
備
に
つ
い
て
は
着
々
進
行
中
で

あ
り
ま
す
が
、
引
続
き
改
良
舗
装
を
行

い
、
除
雪
・
圧
雪
・
機
械
の
整
備
と
相

挨
っ
て
冬
期
生
活
道
路
の
確
保
に
今
後

も
一
層
の
努
力
を
払
っ
て
ゆ
く
考
え
で

お
り
ま
す
。

　
農
業
基
盤
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
も
大
規
模
の
圃
場
整
備
を
計
画
す

る
と
共
に
、
農
林
道
の
整
備
を
行
い
生

産
性
の
向
上
と
省
力
化
を
図
る
考
え
で

あ
り
ま
す
。

　
生
活
環
境
の
整
備
で
は
、
本
年
は
、

峠
地
区
に
簡
易
水
道
の
布
設
を
計
画
し

て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
午
年
で
飛
躍
の
年
だ
と
も
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
干
支
に
な
ら

っ
て
町
民
ひ
と
し
く
飛
躍
で
き
る
よ
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り

し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

（1）



戴
　
　
　
　
馨
　
　
　
　
壕
．
　
梵

　
1
2
月
1
9
日
町
議
会
第
四
回
定
例
会
が

招
集
さ
れ
、
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
な
ど
1
0
件
の
案
件
が

付
議
．
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
　
報
　
告
　
事
　
項

第
1
号

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
視
察
報
告

　
（
町
内
小
・
中
学
校
の
営
繕
関
係
に

　
つ
い
て
昭
和
5
2
年
度
実
施
状
況
の
視

　
察
報
告
及
び
昭
和
5
3
年
度
予
算
編
成

　
に
当
っ
て
の
小
規
模
分
校
及
び
冬
季

　
分
校
等
に
つ
い
て
優
先
的
採
択
や
、

　
一
般
備
品
の
充
実
な
ど
の
要
望
事
項

　
に
つ
い
て
の
報
告
。
）

第
2
号

　
産
業
経
済
常
任
委
員
会
町
外
視
察
報
告

　
（
安
塚
町
菱
里
農
協
・
小
黒
農
協
の

　
育
苗
施
設
の
視
察
報
告
と
、
昭
和
5
3

　
年
度
よ
り
始
ま
る
特
農
の
育
苗
事
業

　
に
つ
い
て
、
あ
と
地
利
用
等
、
企
業

　
努
力
に
よ
っ
て
郡
内
他
町
村
並
の
育

　
苗
を
農
家
に
配
付
出
来
る
よ
う
善
処

　
し
て
ほ
し
い
等
の
要
望
事
項
に
つ
い

　
て
の
報
告
。
）

第
3
号

　
産
業
経
済
常
任
委
員
会
町
内
視
察
報
告

　
（
昭
和
5
2
年
度
事
業
施
行
状
況
の
視

　
察
報
告
及
び
昭
和
53
年
度
施
行
予
定

　
の
圃
場
整
備
事
業
（
室
野
・
太
平
）

　
農
林
道
関
係
整
備
事
業
（
池
之
畑
．

　
清
水
）
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
建
設
事

　
業
（
蒲
生
・
竹
所
）
集
落
開
発
セ
ン

　
タ
ー
建
設
事
業
（
苧
島
）
等
の
要
望

　
事
項
に
つ
い
て
の
報
告
。
）

第
4
号

　
建
設
常
任
委
員
会
視
察
報
告

　
（
昭
和
5
2
年
度
施
行
箇
所
29
ケ
所
の

　
調
査
報
告
及
び
昭
和
5
3
年
度
要
望
箇

　
所
2
8
カ
所
（
改
修
19
・
舗
装
9
）
の

　
要
望
事
項
等
に
つ
い
て
の
報
告
。
）

第
5
号

　
社
会
常
任
委
員
会
視
察
報
告

　
（
東
頸
城
ゴ
ミ
処
理
場
・
東
頸
西
部

　
葬
祭
場
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
．

　
に
し
き
学
園
・
五
智
老
人
ホ
ー
ム
の

　
視
察
結
果
と
要
望
事
項
に
つ
い
て
の

　
報
告
。
）

第
6
号

　
　
蒲
生
地
区
の
地
す
ぺ
り
関
連
堰
堤

、
異

工

等
　
　
㌔
　
徽
　
　
　
　
乱

　
工
事
の
設
計
変
更
に
よ
り
当
初
契
約

　
金
額
二
千
五
四
〇
万
円
を
三
千
五
九

　
六
万
八
千
円
に
変
更
。

第
7
号

　
　
室
野
第
2
地
区
圃
場
整
備
工
事
の

　
設
計
変
更
に
よ
り
、
契
約
の
金
額
を

　
当
初
の
五
千
万
円
か
ら
五
千
三
二
四

　
万
二
千
円
に
変
更
。

議
第
1
号
　
松
代
町
職
員
の
給
与
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
（
人
事
院
勧
告
に
も
と
づ
き
、
5
2
年

　
4
月
1
日
に
さ
か
の
ぼ
り
平
均
6
・

　
9
4
％
の
給
与
の
増
額
及
び
扶
養
手
当

　
住
居
手
当
・
通
勤
手
当
を
改
定
、
給

　
与
の
平
均
昇
給
額
は
八
、
○
〇
五
円
」

議
第
2
号
　
松
代
町
老
人
及
び
重
度
心

　
身
障
害
者
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
に
つ
い
て
。

議
第
3
号
　
土
地
改
良
事
業
の
実
施
に

　
つ
い
て
。

　
（
室
野
赤
坂
地
区
土
地
改
良
計
画
）

　
・
団
体
営
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
a

受
益
面
積

区
画
整
理

着
工
予
定

完
了
予
定

費
用
概
算

　
1
．
7
h

　
　
　
　
　
　
　

1
．
5
h

昭
和
5
3
年
度

昭
和
5
5
年
度

七
千
二
六
〇
万
円

（
太
平
鳥
島
地
区
土
地
改
良
計
画
）

。
県
単
事
業

　
　
受
益
面
積

　
　
区
画
整
理

　
　
着
工
予
定

　
　
完
了
予
定

　
　
費
用
概
算

議
第
4
号

　
に
つ
い
て
。

　
　
　
a

7
．
7
h

　
　
　
　

6
．
5
h

昭
和
5
3
年
度

昭
和
5
4
年
度

四
千
七
四
〇
万
円

大
字
．
字
の
区
域
の
変
更

　
（
圃
場
整
備
事
業
が
実
施
さ
れ
た
池

　
尻
・
蒲
生
地
区
と
蒲
生
．
蒲
沢
地
区

　
の
小
字
を
池
尻
字
蒲
池
と
蒲
生
字
蒲

　
沢
に
変
更
し
た
も
の
。
）

議
第
5
号
　
新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組

　
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

　
の
増
加
お
よ
び
規
約
の
変
更
に
つ
い

　
て
。

　
（
町
村
人
事
事
務
組
合
に
吉
川
町
を

　
加
え
、
規
約
の
一
部
を
改
正
。
）

議
第
6
号
　
昭
和
52
年
度
松
代
町
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）

　
（
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

　
れ
一
千
九
二
七
万
六
千
円
を
追
加
、

　
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
一
八
億
四
千
八
三

　
一
万
一
千
円
と
す
る
。
）

。
「
歳
入
」
主
な
も
の

　
　
地
方
交
付
税
　
一
千
五
一
七
万
円

　
　
固
定
資
産
税
　
四
七
七
万
二
千
円

　
　
諸
収
入
　
　
　
四
六
〇
万
円

　
　
を
増
額
。

　
　
国
庫
支
出
金
　
四
三
一
万
円

　
　
県
支
出
金
　
　
九
六
万
三
千
円

　
　
を
減
額
。

。
「
歳
出
」
主
な
も
の

　
　
給
与
改
定
に
ょ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
一
千
三
六
万
円

　
　
冬
期
保
安
要
員
報
酬
・
ク
ロ
ー
ラ

　
　
ー
運
転
手
基
本
賃
金
増
等

　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
万
円

　
　
地
方
バ
ス
路
線
維
持
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
万
円

　
　
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
扶
助
町

　
　
の
制
度
分
　
　
一
一
四
万
円

　
　
国
・
県
道
工
事
費
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
〇
万
円

　
　
駅
前
整
備
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
〇
万
円

　
　
道
路
除
雪
費
　
八
五
五
万
円

議
第
7
号
　
昭
和
5
2
年
度
松
代
町
国
民

　
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

　
－
号
）

。
給
与
改
定
に
ょ
る
補
正
増

　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
万
三
千
円

　
事
業
勘
定
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

　
三
億
八
千
四
九
一
万
二
千
円
と
す
る

　
診
療
施
設
勘
定
の
総
額
を
そ
れ
ぜ
れ

　
三
千
九
九
五
万
五
千
円
と
す
る
。

議
第
8
号
　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　
（
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

　
れ
一
九
五
万
九
千
円
を
追
加
し
、
総

　
額
を
そ
れ
ぞ
れ
六
千
七
一
一
万
四
千

　
円
と
す
る
。
）

．
。
「
歳
入
」
主
な
も
の

　
　
水
道
使
用
料
　
一
九
三
万
四
千
円

　
　
繰
越
金
　
　
　
　
　
二
万
五
千
円

。
「
歳
出
」
主
な
も
の

　
　
給
与
改
定
に
ょ
る
補
正
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
万
五
千
円

　
　
電
気
・
薬
品
・
修
繕
料
補
正
増

　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
万
円

議
第
9
号
　
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　
　
（
主
と
し
て
、
給
与
改
定
に
よ
る
補

　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
下
段
へ
続
く
）



国
民
年
金
の
老
令
年
金
の

　
　
　
受
給
者
は
現
況
届
を
忘
れ
ず
に
〃

　
　
　
　
　
　
期
限
は
2
月
1
5
日
で
す
。

　
国
民
年
金
の
事
務
は
全
部
東
京
の
社

会
保
険
庁
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
金

は
、
み
な
さ
ん
が
年
金
を
も
ら
う
手
続

の
時
希
望
し
た
金
融
機
関
（
松
代
町
で

は
農
協
．
銀
行
．
郵
便
局
）
を
通
じ
て

年
四
回
（
通
算
老
令
年
金
は
年
二
回
）

支
払
れ
ま
す
。
こ
の
支
払
は
社
会
保
険

庁
が
み
な
さ
ん
の
生
存
な
ど
を
確
認
し

た
上
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

が
年
金
を
引
き
続
い
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
年
一
回
社
会
保
険
庁
に
松
代
町
に

住
ん
で
い
る
こ
と
の
証
明
を
出
さ
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
現
況

届
（
国
民
年
金
受
給
権
者
現
況
届
）
と

い
い
ま
す
。
現
況
届
は
昭
和
五
二
年
二

月
一
五
日
以
前
か
ら
年
金
を
も
ら
っ
て

い
る
人
は
必
ず
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
況
届
の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
は
一
月
一

五
日
頃
ま
で
に
社
会
保
険
庁
か
ら
直
接

送
ら
れ
て
来
ま
す
か
ら
そ
の
ハ
ガ
キ
に

役
場
又
は
支
所
の
戸
籍
係
か
ら
証
明
を

受
け
て
（
証
明
書
料
二
〇
〇
円
必
要
）

二
月
一
五
日
ま
で
に
必
ず
社
会
保
険
庁

に
出
し
て
下
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の
住
所
と

現
在
住
ん
で
い
る
住
所
が
ち
が
っ
て
い

た
ら
役
場
の
国
民
年
金
係
に
相
談
下
さ

い
。
な
お
現
況
届
を
期
限
ま
で
に
出
し

ま
せ
ん
と
引
き
続
い
て
年
金
を
支
払
っ

て
良
い
か
の
判
断
が
つ
き
ま
せ
ん
の
で

届
出
を
さ
れ
る
ま
で
年
金
の
支
払
を
止

め
ら
れ
ま
す
。
万
一
用
紙
が
届
か
な
け

れ
ば
役
場
の
国
民
年
金
係
の
所
に
有
り

ま
す
か
ら
連
絡
下
さ
い
。

　
關
誓

O

問

答

　、亀’

ヨ

ると年金のストップも

断
．
講
駄

戸
籍
の
知
識
②

三
代
戸
籍

■
●
●
　
o
●
●
　
o
●
●
　
●
●
●
　
■
●
●
　
9
●
●
O
●
●
●
●
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●
■
●
■
●
●
　
o
●
●
　
o
．
●
　
●
●
．
　
●
●
●
　
．
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

…
㈹
　
三
代
戸
籍
と
い
う
こ
と
を
聞
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
　
い
た
こ
と
が
あ
る
が
そ
れ
は
ど
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

川
　
う
い
う
戸
籍
な
の
か
。
ま
た
、
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
　
三
代
戸
籍
は
現
在
で
も
あ
る
の
か
。
…

●
●
．
　
O
●
●
　
●
0
■
　
●
0
・
●
0
●
●
●
●
●
●
●
0
●
■
0
●
●
●
0
●
　
●
●
●
　
O
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

㈱
　
昭
和
二
十
二
年
五
月
三
日
日
本
国

　
憲
法
の
施
行
に
伴
う
民
法
の
応
急
的

　
措
置
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
る

　
ま
で
は
「
家
」
制
度
が
存
在
し
て
お

　
り
、
そ
の
「
家
」
を
単
位
と
し
て
戸

　
籍
を
編
製
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
頃
の
戸
籍
は
家
籍
で
あ
っ
て
、

　
同
一
家
籍
に
属
す
る
者
は
同
じ
氏
を

　
称
し
て
同
一
戸
籍
に
入
籍
し
た
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
一
つ
の
戸
籍
に
は

戸
主
を
中
心
と
し
て
親
、
配
偶
者
、

子
、
孫
、
兄
弟
姉
妹
等
一
つ
の
家
の

構
成
員
の
す
べ
て
が
記
載
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
新
憲
法
施

行
と
と
も
に
、
家
制
度
が
廃
止
さ
れ
、

そ
れ
に
伴
っ
て
、
民
法
、
戸
籍
法
か

ら
「
家
」
に
関
す
る
規
定
が
一
掃
さ

れ
た
た
め
、
戸
籍
制
度
そ
の
も
の
に

大
き
な
変
化
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
家
に
関
す
る
規
定
が
な

く
な
っ
た
後
の
戸
籍
は
、
旧
来
の
よ

う
な
「
家
籍
」
と
し
て
の
性
格
を
失

い
単
な
る
同
一
の
氏
を
称
す
る
者
の

集
団
を
記
録
す
る
も
の
へ
と
性
格
が

変
更
し
た
の
で
あ
る
。
現
在
の
戸
籍

は
夫
婦
と
、
父
母
と
氏
を
同
じ
く
す

る
子
の
み
に
よ
っ
て
編
製
さ
れ
て
お

り
、
現
行
法
上
三
代
戸
籍
と
い
う
こ

と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た

め
に
戸
籍
の
筆
頭
者
及
び
そ
の
配
偶

者
以
外
の
者
（
“
子
）
が
婚
姻
す
る

と
、
そ
の
者
に
つ
い
て
新
戸
籍
を
編

製
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
二
頁
よ
り
）

　
正
で
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

　
れ
ぞ
れ
一
〇
二
万
六
千
円
を
追
加
し
、

　
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
二
千
一
〇
一
万
一

　
千
円
と
す
る
。

議
第
－
o
号
　
朝
鮮
半
島
の
目
主
的
平
和

　
統
一
の
促
進
に
関
す
る
意
見
書
の
提

　
出
に
つ
い
て
。

　
（
南
北
の
分
断
状
態
が
続
い
て
い
る

　
朝
鮮
半
島
の
目
主
的
平
和
統
一
を
図

　
る
た
め
努
力
さ
れ
る
よ
う
政
府
に
意

　
見
書
の
提
出
を
議
決
し
た
も
の
。
）

戸
籍
の
窓
口
か
ら

十
二
月
受
付
分
（
受
付
順
）

襲砦　
　
　
　
父
博

柳
友
子

　
　
　
　
母
静
子

柳
龍
一

長
女
千
年
山
都
屋

父
東
一

母
三
千
代
二
男

松
代
東
食
堂

　
　
　
　
　
父
岩
男

若
井
ゆ
う
こ
　
　
　
長
女
蓬
平
十
二
様

　
　
　
　
　
母
ミ
ッ
イ

高
橋
　
福
蔵

鈴
木
　
定
一

柳
　
萬
一
郎

池
田
　
音
吉

西
潟
　
タ
カ

七八七六七
一〇五八六
オオオオオ

田
沢
久
保
田

松
代
　
田
保

蒲
生
　
与
兵

田
野
倉
小
坂

福
島
ひ
ぐ
ら
し

※
先
月
分
お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と

　
う
の
若
井
好
平
・
愛
子
の
長
女
「
聖

　
夫
」
は
「
聖
美
」
の
誤
り
で
す
。
訂

　
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

人ロのうこき
　1月1日現在

世帯数　1，967（一　6）

　男3，851（一11）
人口女　3，928（一　7）

　計7，779（一18）

出生　　3　　死亡　　5
転入　　12　　　転出　28

増計　15　　　減計　33（3）



σ

保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ

⑱

潔
湊
撫
潔
懸
湊
懸
潔
懸
潔
潔
潔
懸
懸
潔

繍
灘
欝
　
　
鑛

撒
鐵
欄
鐵
難
灘
轟

潔
懸
潔
潔
懸
灘
懸
潔
灘
薬
潔
湊
懸
浜
灘

　
む
し
歯
が
あ
る
と
、
野
菜
や
果
物
が

食
べ
ら
れ
な
い
、
偏
食
に
な
り
幼
児
の

発
育
が
悪
く
な
る
。
又
む
し
歯
に
は
甘

い
も
の
が
悪
い
、
歯
み
が
き
う
が
い
は

必
要
だ
、
と
知
っ
て
い
な
が
ら
実
行
し

な
い
で
放
っ
て
お
く
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
む
し
歯
予
防
は
、
お
母
さ
ん
へ
の
期

待
が
大
き
く
、
又
お
母
さ
ん
の
心
構
え

や
注
意
で
非
常
に
効
果
が
あ
が
り
ま
す
。

　
基
本
的
な
こ
と
で
す
が
、
次
の
こ
と

を
も
う
一
度
じ
っ
く
り
考
え
て
、
少
く

と
も
現
在
よ
り
む
し
歯
を
多
く
し
な
い

よ
う
に
努
力
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。・

む
し
歯
を
病
気
と
思
っ
て
い
な
い
母

　
親
が
多
い
。

・
一
た
ん
む
し
歯
に
な
っ
た
歯
は
絶
対

　
に
元
の
健
康
な
歯
に
戻
ら
な
い
。

。
一
度
治
療
し
て
も
又
む
し
歯
に
な
る
。

。
む
し
歯
は
原
則
と
し
て
痛
く
な
い
。

　
i
痛
く
な
っ
た
ら
も
う
お
そ
い
。

・
乳
歯
で
む
し
歯
の
多
い
子
は
永
久
歯

　
で
も
多
い
。

・
離
乳
開
始
が
お
そ
く
な
る
程
む
し
歯

　
が
多
く
な
る
。

・
間
食
の
回
数
が
多
い
程
、
甘
い
も
の

　
が
多
い
程
む
し
歯
が
多
く
な
る
。

。
穴
が
あ
い
た
の
は
相
当
進
ん
だ
状
態

　
で
既
に
他
の
歯
に
感
染
済
み
で
あ
る
。

（4）

子供のおやつに含まれるサトーの量 間食の回とむし歯

回　　数 むし歯の数

ヤクルト　　　1本

アイスクリーム

ヲーグルト

コーラ　　　小1本

ファンタ　　　1本

コーヒー
　　　　｝牛乳
フルーツ

ドーナツ　　　　1こ

ケーキ　　　　1こ

カステラ　　　1切

ピスケット　　3枚

チューインガム3枚

　　12．6g

平均15．09

　　15．29

　　16・09

　　22．69

18・5～209

　　　9・69

　　16・29

　　20．Og

　　　5・09

　　　9・09

0
1
2
3
4

3。3本

4．8

5．7

8．5

9．8

乳幼児1日の砂糖必要量

年　　　令 サ　　ト　ー

0～7カ月

7カ月～2オ半

2オ半～5オ

15～209

20～259

25～30g

乳幼児1日の砂糖必要量

卜サ令年

15～20g

20～25g

25～30g

0～7カ月

7カ月～2オ半

2オ半～5オ

十
一
月
の
検
診
結
果
の
む
し
歯
の
状

態
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

年令区分 対象者数 受診者数 むし歯のある子 1人平均本数
む　し歯

最高保有者数

1オ半児 32名 31名 11名（35．4％ 1．2本 1人で8本

2オ　児 47名 46名 24名㊤2」％ 2．6本 〃13本

3オ　児 32名 32名 28名（875％ 6．3本 〃20本

◎年令が進む‘こつれて、確実‘こむし歯が多くなつています。

“食べたら歯みがき
　　　　　　飲んだらうがい“

◆
む
し
歯
の
な
か
っ
た

　
よ
い
子

◎
2
オ
児
（
処
置
し
て
○
の
子
3
人
も
含

　
ま
れ
て
い
ま
す
。
（
）
内
は
保
護
者
名
）

松
代
　
市
川

　
　
　
小
林
静

関関関横鈴関柳
谷谷谷田木谷

稔
（
健
一
）

一
郎
（
豊
）

　
　
　
樋
ロ
美
佐
子

　
　
　
相
沢

小
荒
戸
高
橋

室儀蒲滝海会蓬千
野明生沢老沢平年

柳若
井

小
野
島
信
子

中
島
恵
美
子

米小山佐
持堺岸藤

木
和
田
原
中
沢
実
奈
子

　
　
　
　
山
岸

英
一
（
東
一
）

和
明
（
藤
雄
）

尚
徳
（
幸
一
）

博
文
（
信
之
）

仁
美
（
正
行
）

睦
美
（
司
郎
）

里
美
（
光
夫
）

　
　
（
政
徳
）

　
希
（
美
和
）

民
枝
（
紘
次
）

輝
幸
（
一
栄
）

清
美
（
健
吉
）

　
　
（
幸
市
）

　
　
（
信
吉
）

雅
文
（
文
夫
）

和
宏
（
重
雄
）

英
樹
（
正
雄
）

将
人
（
実
夫
）

　
　
（
敬
）

弘
美
（
吉
弘
）

　
（
次
頁
へ
続
く
）



◎
3
オ
児

名仙会松
平納沢代

石
野
　
佳
弘
（
卓
男
）

五
十
嵐
弘
美
（
幸
吉
）

室
岡
　
正
宏
（
春
男
）

菅
井
　
　
進
（
良
｝
）

▲
む
し
歯
予
防
の
三
原
則

①
歯
自
身
を
丈
夫
に
す
る
。

②
　
歯
垢
を
つ
け
な
い
よ
う
に
い
つ
も

　
き
れ
い
に
し
て
や
る
。

③
甘
い
も
の
を
た
べ
さ
せ
な
い
。

　
む
し
歯
の
な
い
児
の
母
親
は
料
理
が

上
手
だ
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　
顔
に
化
粧
し
、
入
浴
し
て
体
を
洗
う

よ
う
に
、
歯
に
も
時
間
を
か
け
る
習
慣

を
つ
け
て
子
供
の
む
し
歯
を
防
い
で
や

り
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
元
気
で
！

正
月
帰
省
バ
ス

閥
斉
に
町
内
へ

　
恒
例
に
な
り
ま
し
た
町
の
出
稼
正
月

帰
省
バ
ス
が
、
今
年
も
暮
れ
の
29
日
、

30

日
、
3
1
日
と
続
々
故
郷
の
役
場
前
に

到
着
し
、
出
迎
え
の
家
族
を
喜
ば
せ
ま

し
た
。

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
2
9
日
朝
の
役
場
前

に
は
、
町
長
始
め
関
係
者
も
多
数
出
迎

え
の
中
、
東
京
・
名
古
屋
方
面
か
ら
5

台
の
バ
ス
が
到
着
し
、
両
手
い
っ
ぱ
い

に
正
月
土
産
を
下
げ
た
笑
顔
が
続
々
と

バ
ス
か
ら
降
り
て
来
ま
し
た
。

　
今
年
は
合
計
1
5
台
の
帰
省
バ
ス
が
運

行
さ
れ
、
五
八
三
名
の
方
々
が
利
用
さ

れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
道
路
除
雪
を
図
り
、
帰
職
の

場
合
の
対
策
も
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

一
月
四
日
に
は
、
東
京
方
面
へ
6
台
、

名
古
屋
方
面
へ
1
台
と
計
7
台
の
バ
ス

が
二
六
五
名
の
方
々
を
乗
せ
職
場
へ
向

い
ま
し
た
。

松
代
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

文
化
祭
売
上
金
を
寄
付

　
去
る
十
二
月
七
日
の
新
潟
日
報
で
も

報
道
さ
れ
ま
し
た
が
、
松
代
高
校
家
庭

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
文
化
祭
で
作
品
の

即
売
を
行
っ
て
、
そ
の
売
上
金
二
万
九

千
五
百
八
十
一
円
を
恵
ま
れ
な
い
人
た

ち
の
た
め
に
と
、
新
潟
日
報
社
を
通
じ

て
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
ク
ラ
ブ
は
一
昨
年
の
冬
と
昨
年

の
一
月
の
二
回
毛
糸
で
あ
ん
だ
可
愛
い

チ
ョ
ッ
キ
を
た
く
さ
ん
施
設
の
子
供
に

贈
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
毎
年
心
あ
た
た
ま
る
活

動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
こ
の
人
た
ち

が
社
会
に
出
て
か
ら
も
、
こ
の
清
ら
か

な
愛
の
心
を
持
ち
続
け
て
社
会
の
為
に

尽
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
今
後

更
に
こ
の
ク
ラ
ブ
が
発
展
さ
れ
る
こ
と

を
祈
り
ま
す
。

気
象
ひ
と
く
ち
メ
モ
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の
重
さ
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い
ま
、
5
0
平
方
メ
ー
ト
ル
（
約
1
5
坪
）

の
屋
根
に
5
0
セ
ン
チ
の
雪
が
積
っ
た
と

す
る
と
、
重
さ
は
い
っ
た
い
ど
れ
く
ら

い
に
な
る
と
思
い
ま
す
か
。

　
お
よ
そ
七
．
五
ト
ン
で
す
。
相
撲
の

高
見
山
ク
ラ
ス
の
力
士
4
0
人
が
、
　
一
度

に
屋
根
に
の
っ
か
っ
た
の
と
同
じ
で
す
。

　
積
も
り
た
て
の
雪
は
ま
だ
ふ
ん
わ
り

と
軽
く
、
比
重
は
（
水
を
一
と
し
て
）

○
．
一
ぐ
ら
い
で
す
が
、
降
り
積
っ
た

雪
は
、
日
が
た
つ
に
つ
れ
て
重
く
な
り
、

比
重
は
〇
二
二
か
ら
○
・
四
ぐ
ら
い
に

な
り
ま
す
。

　
平
均
を
○
・
三
と
す
る
と
、
積
雪
一

メ
ー
ト
ル
で
三
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
。
こ
れ

が
50
平
方
メ
ー
ト
ル
の
屋
根
な
ら
1
5
ト

ン
と
い
う
重
さ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
お
家
で
は
、
何
人
く
ら
い

高
見
山
ク
ラ
ス
の
力
士
が
の
っ
か
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

第
四
回

　
新
春
囲
碁
大
会
結
果

　
恒
例
の
新
春
囲
碁
大
会
を
－
月
8
日

町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
い
た
し
ま
し

た
。　

好
天
に
恵
ま
れ
、
気
温
も
暖
か
く
楽

し
い
囲
碁
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
1
2
名
、
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

優
勝
　
武
石
文
雄

二
位
　
態
倉
康
平

三
位
　
丸
山
恵
一

　
　
　
富
沢
恭
一

（
松
代
高
校
）

（
松
代
高
校
）

（
蒲
生
）

（
松
代
）

　
　
　
励

　
　
　
（
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ぺ噸　
も
、

着

し
ぶ
み
俳
句
会

　
　
　
　
　
春
山
他
石
先
生
選

十
一
月
十
二
日

於
　
松
之
山
湯
本
つ
た
や
旅
館

4鳶
、

没
り
陽
い
ま
霧
永
樹
林
の
い
た
だ
き
に

栗
を
食
む
子
の
長
髪
を
憎
み
け
り

遠
山
に
雪
き
て
い
よ
よ
柿
あ
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
ぢ

頂
は
夕
陽
の
残
る
山
紅
葉

取
り
入
れ
も
終
え
念
願
の
湯
本
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

訪
え
ば
炭
焼
き
白
き
歯
を
見
せ
て

　
だ
性
の
如
く

　
　
　
（
夏
よ
り
師
走
．
へ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
西
潟
ま
さ
を

み
ず
ぎ
ぼ
う
し
ひ
っ
そ
り
と
咲
け
り
小

雨
降
る
泉
水
の
畔
つ
み
石
の
か
げ

親
し
さ
の
炭
焼
小
屋
に
粉
炭
買
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡

冬
囲
い
は
や
始
ま
り
し
尼
の
庵

豊
作
の
刈
上
げ
餅
の
大
い
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公

到
来
の
し
め
じ
油
に
妙
め
け
り

立
冬
の
声
き
き
夕
べ
の
風
強
し

水明

紫
陽
花
も
う
つ
む
い
て
咲
く
朝
よ
り
の

雨
小
止
み
な
く
日
ぐ
れ
ま
で
降
る

青
じ
そ
の
芽
を
摘
み
て
来
て
食
事
せ
り

新
鮮
な
か
ほ
り
今
日
の
初
め
に

往
き
か
へ
り
見
つ
っ
通
り
し
友
の
家
友

亡
き
今
日
も
見
つ
つ
通
れ
り

花
を
咲
か
せ
盆
栽
を
並
べ
か
た
わ
ら
に

停
む
人
を
思
い
つ
つ
通
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

大
根
の
白
さ
目
に
し
む
日
和
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

国
境
　
霜
月
十
日
　
初
雪
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

落
葉
道
　
梢
越
し
な
る
遠
嶺
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

連
峰
の
　
初
冠
雪
の
　
国
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

あ
い
さ
つ
も
雪
降
る
こ
と
を
初
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
水

余
生
と
言
ふ
た
よ
り
な
き
言
葉
と
生
活

を
思
い
つ
つ
妻
と
茶
を
す
す
り
居
り

暖
か
き
曇
り
日
の
午
後
田
圃
の
中
の
路

を
歩
め
り
日
課
の
如
く

み
ぞ
ぞ
ば
も
野
菊
の
花
も
混
り
咲
き
く

ち
な
わ
ひ
と
つ
路
を
横
断
る

用
ず
み
の
用
水
は
た
だ
惰
性
の
ご
と
く

溝
を
流
れ
ケ
音
も
た
て
ず
に

誰
や
ら
に
じ
っ
と
見
ら
れ
て
居
る
感
じ

昏
れ
近
き
橋
を
い
そ
い
で
渡
る

孫
娘
等
と
共
に
見
て
居
る
テ
レ
ビ
の
ま

ん
画
た
の
し
き
時
あ
り
淋
し
日
も
あ
り

さ
ま
ざ
ま
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
見
つ
ニ

ュ
ー
ス
を
聞
き
つ
師
走
と
言
ふ
を
あ
ら

め
て
思
ふ

三
匹
の
猿
の
木
ぼ
り
を
机
に
お
い
て
し

み
じ
み
と
な
が
め
や
が
て
苦
笑
す

　
　
　
．
冬
季
雑
詠
か

　
　
・
千
年
　
柳
　
　
茶
水

木
の
葉
降
る
寺
の
石
坂
掃
き
き
れ
ず

　
　
　
信
濃
善
光
寺
に
て

時
雨
沢
つ
け
ば
時
雨
の
晴
に
け
り

雪
の
来
る
気
配
か
カ
ラ
ス
鳴
き
さ
わ
ぐ

星
隠
れ
雪
の
き
ざ
し
か
雷
近
く

ひ
ね
も
す
の
永
雨
に
日
暮
の
来
る
早
さ

川
波
を
濁
ら
し
永
雨
降
り
つ
y
く

山
は
雪
村
に
永
雨
の
音
た
か
く

枯
木
立
小
さ
な
山
の
レ
ス
ト
ラ
ン

冬
日
向
子
猫
ぢ
ゃ
れ
を
る
も
の
影
に

年
の
暮
鮭
の
値
札
に
太
い
息
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席
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「
湯
本
属
目
」

風
出
で
て
洗
い
し
茎
菜
に
落
葉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

宴
会
は
揃
い
丹
前
　
句
集
成
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

明
け
初
む
る
山
の
湯
霜
に
静
も
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花
’

湯
煙
に
江
葉
且
散
る
谷
の
木
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
ぢ

一
風
呂
を
浴
び
て
句
会
や
今
朝
の
霜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

菊
湯
宿
　
二
日
酔
な
る
朝
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

陽
の
さ
し
て
来
て
落
葉
の
始
ま
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

霜
白
き
湯
本
車
庫
よ
り
始
発
バ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

湯
鏡
に
　
も
み
じ
と
吾
と
蔦
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
水

周
　
　
蒲
生
　
清
水
　
朴
子

朱
色
の
日
の
出
を
お
が
も
う

峠
の
雪
も
紅
春
を
い
わ
っ
て
い
る

越
光
と
ソ
バ
の
お
い
し
い

ぐ
る
り
が
山
の
こ
の
里

出
稼
の
お
と
う
は
船
若
湯
で

頬
を
そ
め
は
に
か
ん
で
い
る

お
っ
か
は
萬
丈
の
気
を
吐
き

春
駒
の
よ
う
に
た
く
ま
し
い

　
深
い
雪
に
う
も
れ
て
も

　
じ
っ
と
耐
え
る
ど
ち

　
ま
た
く
る
春
の
た
め

　
い
の
ち
の
蕾
を
用
意
す
る

砂

新
年
雑
詠
か

　
　
　
千
年
　
柳
　
　
茶
水

松
飾
り
米
の
な
る
木
で
宝
舟

〆
く
く
り
っ
い
て
一
服
除
夜
の
鐘

と
も
か
く
も
無
事
迎
え
た
り
午
の
年

天
と
地
の
恵
み
尊
し
お
元
日

蒜
な
く
一
家
な
ご
や
か
初
詣
で

元
日
や
家
じ
ま
ん
の
梅
も
咲
き

日
の
丸
を
か
か
げ
元
朝
の
日
を
拝
む

バ
ラ
色
に
染
て
障
子
の
初
明
り

不
具
の
手
も
仕
事
始
め
と
雪
お
ろ
す
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